














10月27日(木) 仙石原文化センター 2階

申し込み お問い合わせ

箱根町地域包括支援センター

☎ 85-3002まで
お気軽にどうぞ!

ふらっと相談会

健康寿命を延ばそう！

簡単運動教室

運動教室：14：00～15：30 *定員15名、事前申し込みが必要です。

相談会 ：14：00～16：00

【町の保健と介護予防の一体化事業】

講師：デンマークイン小田原

作業療法士 渡辺 智和氏

健康第1！



 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアに興味があるけど何から始めればいいかわからない。 

何も知らないけどボランティアってできるかな？ 

福祉ボランティアに興味がある方に向けて、「いちから」学ぶ講座です。 

福祉ボランティアのきっかけとして、話を聞いてみませんか？ 

申込お待ちしております。 

 

 

 

 日 程 内 容 講 師 

 

1 11月 4日（金） 

13:30～15:30 

「車イスについて」 

実際に車イスを利用されている方のお

話を聞き、さらに車イスの操作方法に

ついて学びます。 

車イス利用者 

神奈川県西地区 

リハビリテーション協議会 

 

2 
11月 11日（金） 

13:30～15:30 

「車イス体験」 

実際に車イスに乗り街歩きを体験しま

す。 

神奈川県西地区 

リハビリテーション協議会 

 

3 

 

11月 18日（金） 

13:30～15:30 

①「発達障がいについて」 

発達障がいの特徴や関わり方について

学びます。 

神奈川県発達障害者 

支援センターかながわ A
エース

 

②「座談会」 社会福祉協議会職員 

 ＊会場：おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ会議室２・会議室１１ 

 
 

●対 象：福祉ボランティアに関心のあるかた １５名（先着順） 

●申込み：箱根町社会福祉協議会  電話 ０４６０（８５）９０００ 

     １０月３日（月）から受付いたします。 

●主 催：箱根町社会福祉協議会・小田原市社会福祉協議会 

 

～チラシ裏面もご覧ください。～ 

 

 

い 
 

か 
ち 

 

ら 講座 
 



 

 
 

 
 

ふりがな 

お 名 前 
 

ご 住 所 
〒 

 

電話番号  

備 考  

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
   

                    

 

ＦＡＸ：０４６０－８５－６８８８ 

箱根町社会福祉協議会 行き 

 

ボランティアいちから講座 参加申込書 

●小田原駅から徒歩３分 

●おだわら市民センターＵＭＥＣＯの      

 駐車場／駐輪場は、有料になります 

 ので、予めご了承ください。 

ご参加くださる方へのお願い 
 

 講座にお申込みくださったかたは、次の通り、ご準備ください。 

 

●１日目・２日目 

・動きやすい服装、靴でご参加ください。 
 

●全日（３日間） 

・筆記用具など 

・飲み物や汗拭きタオルなど 



～はこね社協のはらぺこ救助隊！～～はこね社協のはらぺこ救助隊！～

毎年恒例のはらぺこ救助隊！！今年の夏休みも、小学生までのお子さんのいる世帯を対象に４回実施しました。

はこね社協のはらぺこ救助隊は、コロナ禍が続く中、会食やイベントがなかなかできない夏休み中でも子どもたちに楽し

い夏休みを過ごしてもらうため、また、見守りも兼ねて、地域のお店のご協力のもとお弁当を子どもたちにお届けする事業

です。

今年もそれぞれの地域のお店が美味しいお弁当を用意してくれました！毎週お弁当を届けると子どもたちから「お弁当とっ

ても美味しかった！」「次が楽しみ！！」と声をかけてもらい、子どもたちの笑顔が見られてとても嬉しかったです。

子どもたちがご協力頂いたお店に一生懸命メッセージカードを作ってくれたので、社会福祉協議会でとりまとめてお店へ

寄贈します。

今年も大活躍！今年も大活躍！

まだまだ終わりの見えない日々

ですが、みなさんと楽しく過ご

していけるような企画をこれか

らも考えていきますので、その

時はまた参加して下さいね！

沢山のご応募、また、ご協力いただ
いた皆様、本当にありがとうござい
ました！

雨
に
う
た
れ
て
　
な
く
蝉
の
声
　
鼻
づ
ま
り

（
尾
田
　
淑
子
　
様
）

散
歩
道
　
啄き

つ

つ
き

木
鳥
の
音
　
耳
す
ま
す

（
岳
洋
　
様
）　
　
　

七
夕
さ
ま
は
　
な
に
が
好
き

詩う
た

の
中
で
も
高た
か

殿ど
の

の
　
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ

民
の
釜か

ま

戸ど

の
　
詩う
た

が
好
き（

勝
俣
　
裕
男
　
様
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
様
か
ら
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
詩
や
句
を	

ご
紹
介
し
ま
す
。

2022年10月１日発行第 号136
編集◦発行

社会福祉法人　箱根町社会福祉協議会
〒250-0311 箱根町湯本855
電 話　0460–85–9000
ＦＡＸ　0460–85–6888
e-mail　hakosha-vc@poem.ocn.ne.jp
ホームページURL　https://hakone-shakyo.jp/

～赤い羽根共同募金への
ご協力お願いします～

赤い羽根共同募金が、10月１日から３か月間にわたって始まります。

共同募金は地域福祉推進のため、箱根町社会福祉協議会で児童・高齢者・

障がい者の方への支援や、ボランティア育成の事業に使われるほか、民間

の社会福祉施設等の整備費に使われています。

今年も戸別募金をはじめとして、法人募金、

職域募金、校内募金を実施させていただくほか、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

インターネットによる募金も受け付けておりま

す（詳しくは本会ホームページをご覧ください）。

皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいた

します。

～お弁当の協力店の紹介～
強羅伊勢力様

めし処いなか家大地様

田むら銀かつ亭様

おぐらや様
         （順不同）



湯場商店会　ゆうの会
会長　井島　章博　様 20,000円

箱根町老人クラブ連合会　様 大人用マスク　100枚
子供用マスク　  20枚

かながわ西湘農業協同組合　様 湘南ゴールドジュース
（24本×３ケース）

箱根湯本温泉旅館組合　様 非常食（50食×40箱）

箱根ロータリークラブ　様 車両１台

むつみ会　会長　松井洋子　様 5,000円

箱根ライオンズクラブ　様 ポップコーン機、わたがし機

有限会社　井島商店
代表取締役社長　井島章博　様 20,000円

関根　康生　様 衣類、マスク（2000枚）

匿名　４件 29,289円

～箱根ロータリークラブ様より寄贈された車両～
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例年、社会福祉大会時に実施しております「箱根町社会福祉功労者顕彰式典」については、
新型コロナウイルス感染拡大の防止の観点から、本年度も式典を中止致しました。
賞状及び記念品については顕彰者の方々を個別に訪問して、贈呈させていただきました。

　こどもたちのしあわせのために 
　　　　～里親制度をご存知ですか～～ご寄附の紹介～

住民の皆様よりいただいたご寄附を紹介いたします。
いただいたご寄附については、ご趣旨を体しまして有効
かつ適切に使用させていただきます。ご協力に心よりお礼
申し上げます。

令和３年度
社会福祉功労者顕彰 顕彰者

受賞された皆様には心よりお祝い申し上げます。（敬称略・順不同）

区　分 名　　前 所　　属 顕彰理由

表　彰 内　田　夕　子 箱根町民生委員児童委員協議会 民生委員児童委員永年勤続

齋　藤　万　里 箱根地区保護司会 保護司永年勤続

米　澤　恵　子
社会福祉法人神奈川県社会福祉事業団
介護老人福祉施設　箱根老人ホーム

福祉施設永年勤続

田　中　裕　亮
社会福祉法人唐池学園
児童養護施設　強羅暁の星園

福祉施設永年勤続

熊　谷　重　明
社会福祉法人　箱根町社会福祉協議会
監事

社協役員永年勤続

感　謝 箱根ライオンズクラブ
その他会長の認めた者
（イベント機材の寄付）

箱根ロータリークラブ
多額の寄付
（福祉車両の寄付）

回答記入

①里親=養子縁組ではありません。

　里親を希望される人の環境に合わせて様々な里親活動があります。

②所定の研修受講等一定の要件を満たしていれば特別な資格は必要ありません。

③子どもの養育費として里親手当、生活費、学校教育費など、必要経費が支給

されます。

④できます。お仕事をしながら（共働きを含む）活動している方もいます。

⑤できます。必要な知識を研修で学び、児童相談所や里親会、里親支援専門相

談員が随時支援します。

＼お気軽にご相談ください／　

問い合わせ　
　　児童養護施設　箱根恵明学園　TEL 0460-82-2861

　　小田原児童相談所　里親担当まで　TEL 0465-32-8000(代)

子どもの成長には、家庭で暮らす時間や経験がとても大きな役割を担っていま

す。さまざまな事情により自分の家族と暮らせない子どもたちがいます。

そうした子どもたちを自分の家庭に迎え入れ、

温かい愛情と正しい理解で成長のサポートをする

人が「里親」です。地域で健やかに育つ場を作っ

てみませんか。

 

 

 
 

① 
里親と養子縁組は同じ︖ 

② 
資格は必要︖ 

③ 
子どもを育てるための 

養育費は︖ 

⑤ 
子育て経験がなくても 

できますか︖ 
 

④ 
仕事をしていても 

できますか︖ 
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令和３年度 決算
◦収入の部� （単位：円）

科　　目 決 算 額
会費収入 2,017,900
寄付金収入 501,121
経常経費補助金収入 29,020,000
受託金収入 3,271,828
事業収入 18,000
介護保険事業収入 69,535,338
障がい福祉サービス等事業収入 9,119,744
受取利息配当金収入 3,020
その他の収入 185,700

収入合計 113,672,651

◦支出の部� （単位：円）
科　　目 決 算 額

人件費支出 91,085,988
事業費支出 4,409,641
事務費支出 13,834,713
共同募金配分金事業費支出 594,509
助成金支出 781,000
負担金支出 25,000
その他の支出 48,747
基金積立資産支出 　489,634
積立資産支出 888,000
その他の活動による支出 3,674,040

支出合計 115,831,272
当期資金収支差額 △2,158,621

♦会　長
氏　名 選　出　団　体

對木　一郎 会員

♦副会長
氏　名 選　出　団　体

松井　洋子 箱根町ボランティア連絡協議会

♦理　事
氏　名 選　出　団　体

鈴木　　潔 箱根町自治会連絡協議会

武藤　　明 箱根町自治会連絡協議会

工藤サチ子 箱根町女性会連絡協議会

村上ちず子 箱根町民生委員児童委員協議会

梶田　寛人 強羅暁の星園

安藤　　健 大平台あじさいの会

倉田　義巳 箱根温泉旅館ホテル協同組合

伊藤　和生 箱根町

♦評議員
氏　名 選　出　団　体

勝俣　　武 箱根町自治会連絡協議会

市川　　茂 箱根町自治会連絡協議会

廣枝三千ル 箱根町女性会連絡協議会

加藤　修司 箱根町民生委員児童委員協議会

勝俣　晶子 箱根町民生委員児童委員協議会

星野　洋子 箱根町民生委員児童委員協議会

川口　満子 箱根町民生委員児童委員協議会令和４年９月５日現在（敬称略・順不同）

氏　名 選　出　団　体

川久保一徳 デンマークイン箱根　

井上　弘信 なごみの郷

山谷　洋子 やまゆり会（サロン団体）

鈴木　美貴 箱根町人権擁護委員会

福住　正巳 箱根町老人クラブ連合会

山本　房子 箱根町更生保護女性会

鈴木　純一 箱根町赤十字奉仕団

渡辺　朝文 箱根町観光協会

小林　一博 箱根ライオンズクラブ

山田　敏理 箱根ロータリークラブ

安藤　正博 箱根町

西田　孝予 箱根町小・中学校校長会

大澤　　仁 小田原医師会

♦常務理事
氏　名 選　出　団　体

小杉　芳春 会員

♦監　事
氏　名 選　出　団　体

中武　賢一 箱根町自治会連絡協議会

村山　一郎 箱根町

令和３年度事業報告（主な取り組み）

令和３年度の取り組みとして、令和２年から続く新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の福祉活動も思うように実施ができ
ない中、そこから見えてくる新たな課題に対する取り組み・事業を中心に「コロナ禍での地域福祉活動」として積極的に取り組みました。
また、感染症の影響もあり、福祉課題はさらに複雑・多様化しており、地区担当制による相談窓口「地域の相談ステーションもっと
もっと」を中心に、地域の相談対応を強化してまいりました。このような取り組みを通じて、地域の課題を明確化し、地域の特性に合
わせた「身近な支え合いの仕組みつくり」に取り組みました。

●	「新型コロナウイルス感染症に係る新しいつながり作り」	
（地域福祉推進事業・ボランティアセンター活動事業他）

令和３年度においても前年度同様、新型コロナウイルス感染症に起因する様々な
福祉課題に対し、コロナ禍での新しい取り組みをスタートしました。
主な取り組みとしては、集合型の福祉教育を新たに動画配信型へ切り替え、「観光
の町箱根」の特性を生かし、町内外の観光業の方々へ「心のバリアフリー」「車いす
使用方法」などのドラマ仕立ての福祉教育動画を作成し、本会のYouTubeチャン
ネルを通じて配信しました。「ふくし教育×観光PR」を通じて、地域福祉の推進と
ともに地域の活性化に取り組みました。
また、コロナ禍での活動を通じて、町内に居住している外国籍の方々とのつなが
りを活かし、国籍を問わない交流の場「ラリグラスの会」の立ち上げを支援し、外
国籍の方々の交流や地域とのつながり、居場所つくりに取り組みました。ラリグラ
スの会では、赤十字奉仕団の方の協力による救命
救急の勉強など様々な活動を行っています。
その他、新型コロナウイルス感染症に伴う相談
対応や、町内の子供たちの見守り・つながり作り
としての臨時配食事業「はこね社協のはらぺこ救
助隊・クリスマスつながり応援隊」を継続実施す
るとともに、新規事業として、１年を通じてコロ
ナ禍での負担の大きい子育て世帯を支援する「は
こね社協のはっぴいとらんぽ」の実施や、あらた
な子ども食堂の開催支援など、新型コロナウイル
ス感染症に係る新たなつながりをきっかけに、福
祉関係者に限らず様々な企業・団体・住民の皆さ
まと連携し、「コロナ禍での地域福祉」を推進して
います。

●	「地域の相談ステーションもっともっと・
職員勉強会きらり会」	
（福祉総合相談事業・調査研究事業他）

多様化する福祉問題に対し、町内５地域に地区
担当を配置し、「地域の相談ステーションもっと
もっと」として総合相談機能を強化しました。地
区担当が継続的・伴走的に地域に寄り添うことで、
様々な相談対応を行ってまいりました。
令和３年度は、これまでの地区担当活動から地

域の困り事・課題へ展開し新たな地域福祉活動に
取り組むため、職員勉強会「きらり会」を定期的
に開催し、新規事業の調査・研究を進め、このよ
うな取り組みから、新たなサロン活動の開催や、
地域での生活支援サービスの検討など、社会福祉
協議会の新規事業への展開に取り組みました。
（令和３年度福祉総合相談件数　2,705件（前年度比△131件））

●	「地域のことを話し合う会」「生活支援サービスの推進」	
（地域福祉推進事業・生活支援コーディネーター事業他）

令和３年度は、生活支援コーディネーター事業を中心に、町内すべての地区におい
て「地域のことを話し合う会」が開催されることとなりました。「地域のことを話し合
う会」では各地域における生活のちょっとした困り事や、日々の情報交換について、
地域の皆様と考え、解決するためにどうすればいいかの話し合いを続けています。
すでに仙石原地区では、話し合う会を通じて、住民による住民のための移送サービ

ス「コミュニティバスにこにこ号」の運行が始まったほか、各地域では災害時の困り
ごとについて・高齢者の移動に関する問題など、様々な情報交換がなされています。
また、生活支援サービス「大平台あじさいの会」の活動を

きっかけに、大平台地区社会福祉協議会が発足するなど、地
域での生活支援サービスの活動もさらに充実してきています。
各地区の地域性や地域の困り事を、住民の皆さまと考え、

ともに解決する地域つくりを行いました。

●	「適正な法人運営の実施」（法人運営事業他）

令和３年度の事業実施にあたっては、新役員体制のもと、確実かつ効率的な運営に
よる経費の削減を目指すと同時に、地域包括支援センターの人員強化等、地域性や福
祉課題に合わせた機能強化図ってまいりました。また箱根町の
地域福祉計画をより具体的に進めていく５か年計画である「地
域福祉活動計画」の初年度として、福祉のまちづくりに向けた
計画に基づく事業実施を行いました。社会福祉法人として、町
内の健全な福祉サービスの充実に向けた運営を行いました。

主な取り組み

ラリグラスの会の様子

にこにこ号運行の様子

動画撮影の様子

☺
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～新しい仲間を
　　ご紹介します～

御利用者の皆様と一緒に楽
しみながら仕事をしていきた
いと思いますので、宜しくお
願い致します。

○森住　眞弓
（はこね社協サービスセンター通所介護）

『大切なのは、関心をもってもらうことと続けていくこと』

毎月第１木曜日17:00～開催されております佐藤　誠 様（つながり食堂代表）

から話をうかがいました。

令和元年から始めて、少しずつみなさんに知ってもらえるようになってきま

した。初日は１人だけでしたけれど、「続けることに意義がある」という気持ち

で、自分が社会に還元できる範囲で行っています。

「つながり食堂」の名前の由来は、“食”をとおして子どもから大人まで、す

べての人から人へとつながって欲しいという願いをこめてつけました。一番大

切なことは、「関心を持ってもらうこと。そのためには続けていくこと」だと考

えています。

つながり食堂を始めてとても嬉しかったのは、地元の方々が顔を出してくれ

て「本当は自分たちが地域のためにやらなきゃならないことなんだよね」と声

をかけてくれたことです。

月１回の開催ですが、地域が抱えている生活課題等垣間見えてくる場面もあ

ります。地域の人たちの集いの場にもなることで、つながりやご縁が広がると

いいなと思っています。

今後は、地域の企業の皆さんにもっと関心の目を向けてもらい、企業の社会

貢献活動の一環として協力してもらえると活動範囲が広がるのではないかと考

えています。それらを子どもさんたちに還元していけるとさらに町にも活気が

出ると思います。こうした活動にお手伝いして下さる方が増えることを願って

います。

つながり食堂開催日　毎月第１木曜日　17：00～19：30　

湯本475-8　ココ・ハコネ

AM

FM

新型コロナウィルス感染症の影響が長期化する中で家に

閉じこもりがちな方もいるのではないでしょうか？

家でじっとしていると筋力が低下し、食欲も無くなり、

人に会うことも億劫になりかねません！

人が集まるきっかけづくりは様々ですが、ラジオ体操は、

老若男女問わず誰でも知っている「健康体操」です。先ず

は外に出てくるだけでもいかがですか？

〈開催日時・頻度〉　希望のあった地域と調整

〈主な特徴〉　　　　①　短時間

　　　　　　　　　②　野外

　　　　　　　　　③　健康増進

お問合せ先・連絡先

箱根町社会福祉協議会　生活支援コーディーネーター

担当：笹川・曽我　☎０４６０－８５－９０００

高齢の方を始め地域住民のどなたでも自由に参加できる交流の場にしたいです。

隣にも声をかけて

みようかしら？

行ってみよう！

誰かいるかも

ラジオ体操始めませんか？ラジオ体操始めませんか？
～ 地 域 の 元 気 が 、 箱 根 の 元 気 ！ ～～ 地 域 の 元 気 が 、 箱 根 の 元 気 ！ ～

「つながり食堂」 （湯本）

短時間でも顔を合わせ、顔の短時間でも顔を合わせ、顔の
見える地域にしませんか？見える地域にしませんか？







 

 

 

芦ノ湖サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽に集まれる 

 

場所です。あなたも参加して一緒に芦ノ湖サロンを楽しい会にしませんか？ 

 

気軽に集まれる場所が近所にあるっていいですよね。 

日 時：令和 4 年 10 月 19日（水） 11：00～ 

場 所：元箱根集会所集合 

内 容：お楽しみ弁当 

    ゲーム、クイズ 

参加費：お茶代として一人 100 円（内容により変更するときがあります） 

 

 

 
 

 

お問い合わせ：箱根町社会福祉協議会 担当：曽我 

       電話番号 → ８５－９０００ 

 

 

 


